
パワードメイン

火力発電システム（GTCC※1、スチームパワー）、原子力機器（軽水炉、原子燃料サイクル・新分野）、

風力発電機器、航空機用エンジン、コンプレッサ、環境プラント、舶用機械

※1 GTCC：Gas Turbine Combined Cycle

主な事業

2018年度 
の概況

世界的に低炭素化・再生可能エネルギーへの転換が進む中、石炭火力発電プラントの受注

キャンセルが発生したものの、運転中の発電システムのサービス事業やコンプレッサ、航空機

用エンジンが伸長したことなどにより、連結受注高は、ほぼ前年度並みの1兆4,265億円となり

ました。売上収益は、原子力、コンプレッサや航空機用エンジンの増加等により前年度を上回る

1兆5,251億円となりました。事業利益は、売上増に伴う利益の増加のほか、洋上風車の持分法

投資損益の改善などにより、前年度を上回る1,328億円となりました。

2018年度 
の概況

海外を中心に堅調に推移するインフラ投資を背景に化学プラントや商船が伸長したほか、新興

国を中心とする穏やかな景気の拡大基調を受けて、物流機器、冷熱製品等が増加したことなど

により、連結受注高は前年度を上回る1兆8,520億円となりました。売上収益は、受注が堅調で

あった物流機器、冷熱製品が増加したことに加え、製鉄機械も増加したことなどにより、前年度

を上回る1兆9,078億円となりました。事業利益は、交通システムの収益改善や物流機器の売

上の増加等により、前年度を上回る701億円となりました。

主な事業 物流機器、ターボチャージャ、エンジン、冷熱製品、カーエアコン、製鉄機械、船舶、交通システム、

化学プラント、環境設備、機械システム、工作機械

2018年度 
の概況

新型護衛艦の受注があった艦艇が増加したものの、その他の防衛関連製品、宇宙機器、民間航

空機がいずれも減少したため、連結受注高は前年度を下回る6,106億円となりました。売上収

益は、一部機種が次世代機種への移行期にある民間航空機に加えて、防衛関連、宇宙機器のい

ずれも減少したため、前年度を下回る6,775億円となりました。事業利益は、MRJ開発費用の

減少等によって前年度から改善し、374億円の損失となりました。

主な事業 民間航空機、防衛航空機、飛しょう体、艦艇、特殊車両、特殊機械（魚雷）、宇宙機器

インダストリー&社会基盤ドメイン

航空・防衛・宇宙ドメイン
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※2 その他、消去・共通△358億円　※3 ターボチャージャ、空調機等の量産品は含まない　※4 その他、消去・共通△367億円　※5 MRJ投資△851億円
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INPUT OUTPUT
2018年度

事業利益
1,867
億円

売上収益
40,783
億円

受注残高
53,944
億円

受注高
38,534
億円

設備投資額
1,374
億円

研究開発費
1,521
億円

従業員数
80,744

名

30.4%

49.2%

13.4%

7.0%

30.3%

13.8%

49.1%

6.8%

28.2%

31.5%

28.6%

11.8%

36.7%

47.6%

15.7%

61.1%

21.9%

16.9%

37.1%

46.4%

16.5%

48.9%

17.5%

25.8%

7.8%

25MHI REPORT 2019

Introduction
B

usiness
S

trategy
G

overnance
D

ata


